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レジャー時代の余暇教育
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余暇教育

I はじめに
我が悶lとも、レジャ一時代が到来した。それは、労働時間の短縮、週休2日制・夏季 J

斉休暇等の普及lとよる労働環境条件の改普、耐久消費財の背.及iκζよる久k‘勺:'/1悦v
の解放、あるいは人々の余暇t活百動lκζ対対.する欲求のId高:河可まり lにζよるものでで.あつたO しかし急激
な社会変動、産業文明の進展は価値感の変動を'tじ、社会や個人に、余11/1時代lζ対する準
備をするひまを与えてくれなかった。現代の生活にみられるギャンプル、アルコール、ス

ピード、短期集中型の旅行だけがレジャ一時代の欲求を充足させるものではなし、。むしろ、

乙うしたものの異常なまでの普及乙そが、レジャ一時代lζ適応できなかった人間のノイロ

ーゼ現象とみるべきであろう。レジャ一時代が到来した今乙そ、私達は、今まで#ìi~，[労働

と対比して見られてきた余暇を新たな視点から見直し、レジャ一時代lζ適応できる社会体

制を整ねばならない。今回は、現在の我が国の余暇活動を分析し、その問題点を明らかに

して、レジャ一時代に適応するため社会体制等の整備、さらに余暇教育の必要性について

述べたい。

H 我がLliJの余暇活動と問題点
我が国の現在の余暇活動は、 PfHJ 1休UJ 13 LJ以上の長期lの休nr:AJKI?<.分されよ
う。まず平LIの余暇活動では、「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌などの見聞き」、 「何もし

ないでのんびりする」など休養型、疲労回復型が圧倒的に多い。次に休日の余暇活動をみ

ると平rrと同様lζ 「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌などの見聞きJが一番多いが、 「家族と
の団らんJ1友人などとの交際J1軽い運動やスポーツ活動J1趣味・娯楽J1飲食・ショ
ッピングJといった室内から戸外へあるいはより創造的な活動が多くなる傾向が見られ
る。さらに、 3[1以上の長期の休暇で・の余暇活動は「宿泊を伴った旅行J 1日帰りの行
楽J1ドライブJなど費Hlもかかる活動の占める割合が多くなっている。
このように我が国の余暇活動は余暇時間の増大と経済的ゆとりから欧米型に近づき一見

望ましいように見えるが、それは表向きのことであり、本当のゆとりの中でのレジャーに

は程遠いと思われる。それはゴールデンウィーク等のすどし方を見ても言える。すなわち

過密スケジュールによる駆け足のレジャーlζなりやすく、心身のリフレッシュにならない

ばかりか、事故につながっ恐れすらある。このよう K我が|司のレジャーには①知期間中

刑であるとと②最近は旅行先でスポーツを楽しむ傾向があること①移動IC，/(が不IJ川される
ため往復とも交通渋滞lζ疾れーイライラを募らせると大!H故 lζ つながる危険'1~1:があること
が問題点としてあげられよう。さらに今後レジャーはますます大衆化し大型化してゆくと

考えられるわけで、快適な余暇をすごすための社会体制や施設の整備が重要で、あり、また

学校や社会で・の余11限時代lζ適応するための余暇教育が急務となってくると考えられる。

III レジャ一時代に対応した社会体制と施設の整備
今まで見てきたようにレジャ一時代を迎えた我が国の余1I11A活動を更に充実したものにす
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るためにはレジャ一時代K対応した社会体制と施設の整備が必要である。余暇lζ対する考

え方は入社後51f以内の人では「仕事は仕事、余暇は余暇Jと考える人が多く、仕事優先
の従来の見方とは顕著な差が認められる。また「休日にもっともしたい乙とJでは、 ドラ
イフ¥ハイキング、旅行、参加するスポーツといった能動的な活動を求めている。若い人

のみならず私達が余暇や臼由時聞をもっと楽しむために、労働時間の短縮、夏季等の長期

休暇の普及、更に平日の休暇をとりやすくすることによって余暇施設を効果的に利川でき

るようにするなどが考えられる。 ζれらにより日本特有といわれる短期集中型、また岡一

的なレジャー活動が、多様化・個性化してゆくと思われる。さらに企業の厚生施設の充実

を待つだけでなく安く良質な公共の宿泊施設の充実、スポーツ・文化センターの整備、身

近な公園や公共施設の整備といった施設の整備があげられる。 n本ではレジャーl時代の到
来といってもまだレジャーの時間や費JllIC余裕がなく表向きの華かさとは裏腹に、本当の

ゆとりの中でのレジャーには程遠L、。乙れらレジャー時代K対応した社会体制と施設の整

備によってゆとりのあるレジャーが可能となると考えられる。

IV 余暇教育
我が|現の余暇活動は、ゴールデンウィークのすどしJjを見ても解る通り、まだまだレジ
ャーブームlζ踊らされた、アンバランスな余暇感覚が感じられる。今後ますます大衆化さ

れ、個性化する余暇活動lζ対応するためにはライアサイクルに合わせた余暇教育が急務と

なってくる。それは学校や公共機関等iζおける趣味やスポーツを楽しむ能力の育成する乙

とである。高令化社会を迎える我が国は、学校教育の中でも心身のバランスのとれた発行

をU指すとともに、余暇時代lζ対応する教育が必要となってきた。例えば小学校から大学
にすiるまで特lと高校・大学では社会生活lζ適応するため従来の部活や正課のQllc新たな積
LIが加わる乙とが望ましい。現在大学の体育実技のrTIC、ゴルフ、ボウリング、 トレーニ
ング、フィットネス(ジュギング)などの種目が実施され始めている。その数はまだ多く

はないが、そとにはレジャ一時代に対応しようとする姿がうかがえる。また学校教育のあ

らゆる場而でもレジャ一時代に対応するための意識や考え方が学ばれるべきである。さら

に学校だけでなく、地域活動の中でも趣味やスポーツを楽しむ能力を育成するために、各

種の教室の開催、サークルの形成、余暇行事の実施、活動の場の提供といった乙とが必要

になってくる。そしてこれらの活動が地域に定着した時lζ、余暇活動は、平日の活動も休

養型から創造型へと移行してゆくと考えられる。

V 終わりに
我が国の余暇活動はレジャ一時代到来といわれ表/iiJきは草-やかに見えるが、本当のゆと

りの中でのレジャーには程遠い。また相変わらず悲惨な海 山の事故や交通事故が絶えな

い。それはレジャー1I;~:fUc適応できなかった人々のノイローゼ現象であるとも考えられる。

私達は今後さらに大衆化され、個性化するレジャーに適応するために、レジャ一時代lζ

対応した社会体制と施設の整備が必要であり、さらに学校や公共機聞における趣味やスポ

ーツを楽しむ能力を育成し、余暇活動を創造的で個性豊かなものにするための余暇教育の

充実が急務であると考えている。
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